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⑴ 3.26 3.25 3.41
⑵ 3.50 3.48 3.66
⑶ 3.41 3.52 3.71
⑷ 3.62 3.67 3.89
⑸ 3.29 3.38 3.60
⑹ 3.71 3.77 3.89
⑺ 3.65 3.64 3.82
⑻ 3.15 3.23 3.46
⑼ 3.24 3.25 3.44
⑽ 3.50 3.39 3.62
⑾ 3.44 3.42 3.65
⑿ 3.65 3.64 3.86
⒀ 3.47 3.51 3.71
⒁ 3.47 3.59 3.85
















































































グループ 1：29 人 
グループ 2：9 人 
図10　課題３受講者のクラスター樹形図
表５　固有値表
因子 固有値 寄与率 累積寄与率
１ 11.1960 74.64％ 74.64％
２ 1.3189 8.79％ 83.43％
３ 0.6682 4.45％ 87.89％
４ 0.3972 2.65％ 90.53％
５ 0.3556 2.37％ 92.91％
６ 0.2450 1.63％ 94.54％
７ 0.2026 1.35％ 95.89％
８ 0.1792 1.19％ 97.08％
９ 0.1312 0.87％ 97.96％
10 0.0860 0.57％ 98.53％
11 0.0692 0.46％ 98.99％
12 0.0586 0.39％ 99.38％
13 0.0394 0.26％ 99.65％
14 0.0266 0.18％ 99.83％
15 0.0262 0.17％ 100.00％
表６　因子負荷量行列（回転後）
変数 因子１ 因子２
Q １ 0.3933 0.5995
Q ２ 0.5401 0.7227
Q ３ 0.8557 0.2289
Q ４ 0.9304 0.2724
Q ５ 0.7484 0.4504
Q ６ 0.8187 0.4539
Q ７ 0.7264 0.4740
Q ８ 0.4092 0.8674




































ID 因子１ 因子２ グループ
11 1.2363 -1.2062 １
１ 0.5566 -0.5807 １
13 0.3114 -0.9536 １
16 -0.0454 0.1456 １
38 -0.1911 0.2435 １
33 -0.3849 0.3270 １
19 -0.4294 0.3752 １
27 -1.0274 0.2091 １
23 0.8990 -0.2065 １
20 0.6544 0.1863 １
14 0.6030 0.3999 １
12 0.6004 0.1464 １
18 0.5768 0.1936 １
５ 0.5755 -0.1140 １
24 0.5388 0.3560 １
31 0.5294 0.3360 １
10 0.4745 0.2744 １
７ 0.4588 0.5776 １
34 0.4446 -0.0377 １
ID 因子１ 因子２ グループ
34 0.4446 -0.0377 １
28 0.4218 0.2953 １
36 0.3183 0.8894 １
８ 0.2642 0.5884 １
２ 0.2415 0.7821 １
25 0.2359 0.9197 １
17 0.2291 0.7021 １
６ 0.2269 0.8102 １
15 0.1758 0.7005 １
26 -0.1166 0.8493 １
22 -0.4339 1.1023 １
35 1.2108 -3.5832 ２
21 0.8039 -2.5594 ２
４ 0.5218 0.5984 ２
32 0.5218 0.5984 ２
９ -1.7581 -0.8000 ２
29 -1.9436 0.0210 ２
３ -2.2661 0.1905 ２
30 -2.4073 -1.3843 ２
37 -2.6275 -1.3927 ２
表８　課題３受講生の因子得点
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つの因子が得られた．表６に回転後の因子
負荷量行列を示す．因子負荷量の高い質問
項目から各因子の意味づけを行った結果を
表７に示す．
　課題３の受講生38人に対して「因子１：
課題に関する興味」「因子２：学習の自己
評価」の因子得点を算出した結果を表８に
示す．その結果，グループ２（９人）では
因子１，因子２ともに低い値を示す傾向が
みられた．これは，課題１においても同様
の傾向があり，課題に対する興味が低く，
学習の自己評価も低い学生がいることが示
唆された．
５．まとめ
　我々が取り組んでいる課題解決型学習
（PBL）の実施講義概要，ならびに，アン
ケートの分析結果について報告した．実施
講義ではチームで課題を進めるごとに課題
に対する興味，積極性，満足度が高まるこ
とが確認できた．アンケート結果をクラス
ター分析と因子分析を用いて解析したとこ
ろ，課題に対する興味が高く，学習の自己
評価も高いグループとそうでないグループ
の２グループに分けられた．すべての課題
をクリアしながらも学習意欲が低い受講生
がいることが示唆されたことから，これら
の受講生への対応を検討する必要があるこ
とが確認できた．また，アンケートに関し
て,15項目相互の単相関係数を算出したと
ころ，項目⑼以外，単相関係数が0.3以上
を示していた．これより，類似した項目が
多いことが示されており，項目の精査も検
討していきたい．
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